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灌

園

耐

得

翁

述

臨

安

盛

事

、

以
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以
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其

技

藝

者

矣

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

二
二
⊥

ニ
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マ

 

寫

印

本

『
大

略

』
〔
接
承
6
所
引

〕
云

、

孟

元

老

東

京

夢

華

録

所

舉

爲

講

史

、

小

読

、

読

評

話

、

読

三
分

、

読

五
代

史
等

分
科

、
無

商

謎

。

周

 

密

武

林

奮

事

所

擧

爲

演

史

説

經

諢

經

小

読

論

諢

話

四
科

、

亦

無

商
謎

、

旦

言
小

読
有

雄
辯

社
、

蓋

沖

都

、

読

話

已

盛

行
、

一
般

名
人
甚

衆

、

 

 
 
 

 
 

 
 
 
へ

 

且

有

集

會

矣

。

「読
評
話
」
の

「
評
」
は

「
諢
」
の
誤
。
文
中

『
東
京
夢
華
録
』
、
『武
林
舊
事
』
に

「商
謎
」
は
な
い
と
す
る
の
は
、
と
も
に
見
落
し
で
前
者
は
既
引

(
5
)、

 
後
者
は
次
に
引
く
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
言
及
が
あ
る
。
鉛
印
本
は

『史
略
』
と
殆
ん
ど
同
じ
だ
が
、
『
都
城
紀
勝
』
の

「日
合
生
」

の
後
に

「
無
商
謎
」

の

[
句
が
入
る
。

 

『都
城
紀
勝
』
の
テ
キ
ス
ト
は

「商
謎
」
が
あ
る
の
で
後
そ
れ
に
氣
附
い
て

『史
略
』
初
版
で
は
そ
の
句
を
削
除
し
た
。
ま
た

『武
林
舊
事
』
の

「無
合
生
」
の
替
り
に

「亦
無

 
商
謎
」
と
い
う

一
句
が
あ
る
が
、
こ
れ
も

『都
城
紀
勝
』
同
様

『史
略
』
初
版
で
正
し
た
。
し
か
し
こ
の
訂
正
も
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
、
『武
林
舊
事
』
に
は

「合
笙
」
が
記

 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
へ

 
載
さ
れ
て
い
る
。
事
實
と
し
て
も
こ
こ
の
記
述
は
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お

『都
城
紀
勝
』
の

「読
參
請
」
の

「請
」
字
は
鉛
印
本
以
後
す
べ
て
脱
し
て

一
九
五

 
七
年
版
全
集
で
補
わ
れ
た
。

 

「
宋

民

間

之

所

謂

小

誂

及

其

後

來

」
〔
接
承
6
所
引
〕
云

、

但

周

密

所

記

者

又

小

異

、

爲

演

史

、

諡

經

諢

經

、

小

読

、

読

諢

話

、

而

無

合

生

。

唐

中

宗

時

、

武

卒

一
上

書

言

「
比

來

妖

伎

胡

人

、

街

童

市

子

、

或

言

妃

主

情

貌

、

或

列

王

公

名

質

、

咏

歌

蹈

舞

、

號

日

合

生

。
」

(
『
新

唐
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書
』

」
百
十
九
)
則
合
生
實
始
于
唐
、
且
用
諢
詞
戲
謔
、
或
者
也
就
是
読
諢
話
。
惟
至
宋
當
又
稍
有
遷
變
、
今
未
詳
。
起
今
隨
今
之

「今
」、

『都

城
紀
勝
』
作

「
令
」
、
明
抄
本

『誂
郛
』
中
之

『古
杭
夢
游
録
」
又
作
起
令
隨
合
、
何
者
爲
是
、
亦
未
詳
。

 
 
據
耐
得
翁
及
呉
自
牧
説
、
是
読
話
之

一
科
的
小
説
、
又
因
内
容
之
不
同
而
分
爲
三
子
目
。

 
 

一
、
銀
字
見
 
所
読
者
爲
煙
粉

(煙
花
粉
黛
)
、
靈
怪

(神
仙
鬼
怪
)、
傳
奇

(離
合
悲
歡
)
等
。

 
 

二
、
読
公
案
 
所
読
者
爲
搏
刀
赴
棒

(拳
勇
)
、
發
跡
變
態

(遇
合
)
之
事
。

 
 
三
、
説
鐡
騎
見
 
所
説
者
爲
士
馬
金
鼓

(戰
爭
)
之
事
。

 
 
惟
有
小
読
、
是
説
話
中
最
難
的

一
科
、
所
以
読
話
人

「最
畏
小
説
、
蓋
小
説
者
、
能
講

一
朝

一
代
故
事
、
頃
刻
間
提
破
」
(『都
城
紀

勝
』
云
。
『夢
粱
録
』
同
、
惟

「提
破
」
作

「
捏
合
」。
)
非
同
講
史
、
易
于
鋪
張
。
而
且
又
須
有

「談
論
古
今
、
如
水
之
流
」
的
口
辯
。

然
而
在
臨
安
也
不
乏
講
小
説
的
高
手
、
呉
自
牧
所
記
有
譚
淡
子
等
六
人
、
周
密
所
記
有
蔡
和
等
五
十
二
人
、
其
中
也
有
女
流
、
如
陳
郎
娘

棗
見
、
史
惹
英
。

 
 
臨
安
的
文
士
佛
徒
多
有
集
會
。
瓦
舎
的
技
藝
人
也
多
有
、
其
主
意
大
約
是
在
于
磨
煉
技
術
的
。
小
読
専
家
所
立
的
社
會
、
名
日
雄
辯

社
。
(『武
林
舊
事
』
三
)

「
小
論
的
歴
史
的
變
遷
」
第
四
講
云
、
宋
建
都
于
沖
、
民
物
康
阜
、
游
樂
之
事
、
因
之
很
多
、
市
井
間
有
種
雜
劇
、

這
種
雜
劇
中
包
有
所

謂

「読
話
」
。
「読
話
」
分
四
科
。

一
、
講
史
。
二
、
説
經
諢
經
。
三
、
小
読
。
四
、
合
生
。
「講
史
」
是
講
歴
史
上

底
事
情
、
及
名
人
傳

記
等
、
就
是
後
來
歴
史
小
読
之
起
源
。
「説
經
諢
經
」、
是
以
俗
話
演
読
佛
經
的
。
「小
説
」
是
簡
短
的
読
話
。
「
合
生
」
是
先
念
含
混
的
兩

句
詩
、
隨
後
再
念
幾
句
、
才
能
憧
得
意
思
、
大
概
是
諷
刺
時
人
的
。
這
四
科
後
來
于
小
読
有
關
係
的
、
ロ
ハ是

「
講
史
」
和

「
小
読
」
。
那

時
操
這
種
職
業
的
人
、
叫
做

「説
話
人
」
。
而
且
他
們
也
有
組
織
的
團
體
、
叫
做

「
雄
辯
社
」
。

(2)



『武
林
舊
事
』
巻
六
諸
色
伎
藝
人
云
、

演
史
 
喬
萬
卷
 
許
貢
士
 
張
解
元
 
周
八
官
人
 
檀
溪
子
 
陳
進
士
 
陳

一
飛
 
陳
三
官
入
 
林
宣
教
 
徐
宣
教
 
李
郎
中
 
武
書
生

 
劉
進
士
 
鞏
八
官
人
 
徐
繼
先
 
穆
書
生
 
戴
書
生
 
王
貢
士
 
陸
進
士
 
丘
幾
山
 
張
小
娘
子
 
宋
小
娘
子
 
陳
小
娘
子

論
經
諢
經
 
長
嘯
和
尚
 
彭
道
名
法
和
 
陸
妙
慧
女
流
 
余
信
菴
 
周
太
辯
和
尚
 
陸
妙
靜
女
流
 
達
理
和
尚
 
嘯
蛬
 
隱
秀
 
混
俗
 
許
安

 
然
 
有
緑
和
尚
 
借
菴
 
保
菴
 
戴
悦
菴
 
息
菴
 
戴
忻
菴

小
読
 
蔡
和
 
李
公
佐
 
張
小
四
郎
 
朱
脩
徳
壽
宮
 
孫
奇
徳
壽
宮
 
任
辯
御
前
 
施
珪
御
前
 
葉
茂
御
前
 
方
瑞
御
前
 
劉
和
御
前
 
王
辯
鐡
衣

 
親
兵
 
盛
顯
 
王
碕
 
陳
良
輔
 
王
班
直
洪
 
糴
四
郎
升
 
粥
張
二
 
許
濟
 
張
黒
剔
 
兪
住
菴
 
色
頭
陳
彬
 
秦
州
張
顯
 
酒
李

一

 
郎
 
喬
宜
 
王
四
郎
明
 
王
十
郎
國
林
 
王
六
郎
師
古
 
胡
十
五
郎
彬
 
故
衣
毛
三
 
倉
張
三
 
棗
兒
徐
榮
 
徐
保
義
 
汪
保
義
 
張
拍

 
張
訓
 
沈
栓
 
沈
矚
 
湖
水
周
 
燃
肝
朱
 
綴
絛
張
茂
 
王
三
教
 
徐
茂
象
牙
孩
兒
 
王
主
管
 
翁
彦
 
莓
元
 
陳
可
菴
 
林
茂
 
夏

 
達
 
明
東
 
王
壽
 
白
思
義
 
史
惹
英
女
流
(中
略
)

説
諢
話
 
蠻
張
四
郎

商
謎
 
胡
六
郎
 
魏
大
林
 
張
振
 
周
月
巖
江
西
人
 
蠻
明
和
尚
 
東
呉
秀
才
 
陳
贇
 
張
月
齋
 
捷
機
和
尚
 
魏
智
海
 
小
胡
六
 
馬

 
定
齋
 
王
心
齋

(中
略
)

合
笙
 
雙
秀
才

又
卷
三
社
會
云
、
二
月
八
日
爲
桐
川
張
王
生
辰
、
震
山
行
宮
朝
拜
極
盛
、
百
戲
競
集
、
如
緋
緑
社
雑
劇
齊
雲
社
蹴
毬
遏
雲
社
唱
賺
同
文
社
要
詞

角
觝
社
相
撲
清
音
社
清
樂
錦
標
社
射
弩
錦
體
社
花
繍
英
略
社
使
捧
雄
辯
社
小
誂
翠
錦
社
行
院
繪
革
社
影
戲
淨
髪
社
梳
剃
律
華
社
吟
叫
雲
機
社
撮
弄
、

而
七
寳

・
濃
馬
二
會
爲
最
。
〔中
略
〕
若
三
月
三
日
殿
司
虞
武
會
、
三
月
二
十
八
日
東
嶽
生
辰
社
會
之
盛
、
大
率
類
此
、
不
暇
贅
陳
。

(3)



8

読

話

之

事

、

以

至

其

體

式

正

如

此

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ

ニ
ー
五

 

寫

印

本

『
大

略

』

+

〔
接
承
7
所
引

〕
云

、

此

種

説

話

雖

各

運

匠

心

、

而

仍

有

底

本

。

夢

粱

録

影

戲

條

下

云

、

其

話

本

與

講

史

書

者

頗

同

、

 

大
抵

眞

假

相

半

。

又

小

読

講

經

史

條

下

云

、

蓋

小

説

者

、

能
講

一
朝

一
代

故

事

、

頃

刻

間

捏

合

、

與

起

今

隨

今

相

似

、

各

占

一
事
也

。

小

 

読

與

講

史

之

外

、

略

可

推

知

、

而

至

今

有

話

本

流

傳

者

、

亦

惟

此

二
科

而

已

。

鉛
印
本
は
寫
印
本
が

『夢
粱
録
』
の

「蓋
小
説
者
」
以
下
を
引
く
の
と
同

 

じ
く
、
「與
起
A
「隨
今
相
似
、
各
占

}
事
也
」
を
小
説
の
説
明
と
し
て
引
く
が
、
『史
略
」
初
版
で
は
そ
れ
が

「
合
生
」
の
読
明
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
削
除
し
て
い
る
。

 

ま
た
鉛
印
本
は

『
都
城
紀
勝
』
云
々
の
記
述
が
な
い
。
さ
ら
に

「立
知
結
局
」
を

「加
以
牽
合
」
と
す
る
。
そ
れ
以
外
は

『史
略
』
と
同
じ
で
あ
る
。

「
宋
民
間
之
所
謂
小
読
及
其
後
來
」
〔接
承
7
所
引
〕
云
、
元
人
雜
劇
雖
然
早
經
銷
歇
、
但
尚
有
流
傳
的
曲
本
、
來
示
人
以
大
概
的
情
形
。
宋

人
的
小
読
也

一
様
、
也
幸
而
借
了

「話
本
」
偶
有
留
遺
、
使
現
在
還
可
以
約
略
想
見
當
時
瓦
舎
中
読
話
的
模
様
。

「
小
説
的
歴
史
的
變
遷
」
第
四
講
〔
接
承
7
所
引
〕
云
、
他
們
也
編
有

一
種
書
、
以
作
読
話
時
之
憑
依
、
發
揮
、
這
書
名
叫

「
話
本
」
。
南
宋

初
年
、
這
種
話
本
還
流
行
、
到
宋
亡
、
而
元
人
入
中
國
時
、
則
雜
劇
消
歇
、
話
本
也
不
通
行
了
。
至
明
朝
、
雖
也
還
有
説
話
人
、 
 

如

柳
敬
亭
就
是
當
時
很
有
名
的
読
話
人
 
 
但
已
不
是
宋
人
底
面
目
。
而
且
他
們
已
不
矚
于
雑
劇
、
也
沒
有
什
麼
組
織

了
。
到
現
在
、
我
們

幾
乎
已
經
不
能
知
道
宋
時
的
話
本
究
竟
怎
様
。
 
 

幸
而
現
在
翻
刻
了
幾
種
書
、
可
以
當
作
標
本
看
。

王
國
維

「宋
槧
大
唐
三
藏
取
經
詩
話
跋
」
云
、
今
金
人
院
本
元
人
雜
劇
皆
佚
、
而
南
宋
人
所
撰
話
本
尚
存
、
豈
非
人
間
希
有
之
秘
笈
乎
。

近
代

で

「話
本
」
と
い
う
こ
と
ば
を
話
、
物
語
を
記
し
た
テ
キ
ズ
ト
と
理
解
し
た
の
は
王
國
維
が
始
め
て
で
あ
ろ
う
。
彼
は

『宋
元
戲
曲

史
』
「宋
之
小
読
雜
戲
」
の

「傀
儡
」
の
項
で
も

『夢
粱
録
』
(卷
二
十
)

に

「
凡
傀
儡
敷
衍
煙
粉
靈
怪
鐵
騎
公
案
史
書
歴
代
君
臣
將
相
故

事
話
本
、
或
講
史
、
或
作
雜
劇
、
或
崖
詞
云
々
」
と
い
う
の
を
引
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
そ
う
考
え
ら
れ
る
。

但
し

こ
の
理
解

に
は

「話
本
」
は

「
論
話
」
講
談
を
記
録
し
た
も
の
と
い
う
意
味
を
認
め
る
の
が
穏
當
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
對
し
て

「話
本

」
を
文
學
史
的
立
場

(4)



か
ら

「説
話
」

の
底
本
な
い
し
台
本
、

つ
ま
り
論
話
人
の
種
本
だ
と
は
っ
き
り
定
義
し
た
の
が

『史
略
』

で
あ
る
。

そ
う
し
た
魯
迅
の
読

に
對
し
て
異
議
を
唱
え
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ

『史
略
』
の
日
本
語
譯
者
増
田
渉
で
あ
る
。
増
田
氏
は

「話
本
」
と
い
う
こ
と
ば

の
用
例

の

考
察
か
ら
、
底
本
と
い
う
意
味
よ
り
も

「読
話
」
の
な
か
み
、

つ
ま
り
話
、
物
語
、

ス
ト
ー
リ
ー
と
考
え

る
べ
き
だ
と
し
た

(
「
"話

本
"
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
 
 
通
読

(あ
る
い
は
定
説
)

へ
の
疑
問
-

」
『大
阪
市
立
大
學
紀
要
』

一
九
六
六
)。

一
方
胡
士
瑩

『話

本

小
読
概
論
』
(中
華
書
局

一
九
八
〇
)
は
増
田
氏
の
い
う
よ
う
な
用
例
を
も

一
部
認
め

つ
つ
、
な
お

「話
本
」

11

「
諡
話

の
底
本
」
読

を
執
る
。
胡
氏
は
そ
う
し
た
こ
と
を
示
す
例
と
し
て
次
の
三
件
を
舉
げ
る
。

 
 
仁
壽
清
暇
、
喜
閲
話
本
。
(『古
今
小
読
』
序
)

 
 
才
人
把
筆
、
編
成

一
本
風
流
話
本
。
(『警
世
通
言
』
「白
娘
子
永
鎭
雷
峰
塔
」)

 
 
這
話
本
是
京
師
老
郎
流
傳
。
(『古
A
「小
読
』
「
史
弘
肇
龍
虎
君
臣
會
」)
(前
掲
書
上
册

「
五
九
頁
)

し
か
し
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
明
代
の
資
料

で
あ
り
、
殊

に
こ
れ
ら
の
例
を

「読
話

の
底
本
」
と
す
る
の
は
再
吟
味
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
こ

れ

ら
の

「話
本
」
を
講
談
の
記
録
と
考
え
て
も
何
の
不
都
合
も
な
い
。
第
二
の
例
に
し
た
と
こ
ろ
で
、
實
際

の
語
り

の
上

で
の
技
巧
的
表

現

で
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
ど
れ
だ
け
宋
代
の
事
實
を
傳
え
て
い
る
か
は
分
ら
な
い
。
確
か
に
宋
代
に
は
読
話
が
盛
行

し
、
舊
來
の
口
誦
藝

能

の
範
圍
に
は
納
ま
ら
な
く
な

っ
て
、
聴
衆
も
説
話
人
も
新
し
い
故
事
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
書
會
と

い
う
も
の
が
で
き
、

そ
こ
に
屬
す
る
書
會
先
生
や
才
人
と
言
わ
れ
る

一
定
の
文
化
的
水
準
を
持

っ
た
人
々
が
読
話
入
た
ち
の
た
め
に
次
々
と
新
し
い
物
語
、
話

を
作
り
あ
げ
た
。
だ
か
ら
読
話
の
底
本
が
な
か

っ
た
わ
け

で
は
決
し

て
な
い
。
現
に
、
こ
れ
は

『史
略
』
に
か
な
り
遅
れ
て

】
九
四
〇
年

東
京
の
文
求
堂
が
影
印
し
て
世

に
知
ら
れ
た

『醉
翁
談
録
』
に
は
説
話
の
底
本
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

「底
本
」
が
そ
の
ま
ま

「話
本
」
で
あ
る
と
い
う
證
據
は
な
い
の
で
あ
る
。
宋
代
に
於
け
る
口
技
の
藝
能
人
の
技
術

の
傳
承
に

つ
い
て
は

(5)



 
そ
れ
ほ
ど
明
ら
か
で
は
な
い
が
、

}
般
的
に
考
え
て
も
多
く
は
師
弟
の
間
の
傳
授
に
よ

っ
て
繼
承
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
か
れ
ら
が
み
な

 
文
字
を
讀
あ
、
そ
の
讀
解
力
に
よ

っ
て
多
く
の
故
事
を
自
己
の
も
の
に
し
て
い

っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
書
會
の
人
た
ち
が
作

っ
た
底
本

 
が
説
話
人

の
誰
れ
も
が
利
用
で
き
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
い
ま
に
殘
る
話
本
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
二
種
の
う
ち

『
京
本

 
通
俗
小
読
』
は
し
ば
ら
く
措
く
と
し
て
、
『五
代
史
李
話
』
は
そ
の
刊
本
が
宋
元
間
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
刊
刻
さ
れ
る
と

 
い
う
こ
と
自
體
不
特
定
多
數
の
讀
者
を
前
提
と
し
て
讀
物
と
し
て
商
品
化
さ
れ
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
詮
話
人
の
底
本
と
し
て
な

 
ら
刊
刻
な
ど
不
要
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
條
件
を
考
え
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
「
話
本
」
は
読
話
の
底
本
と
す
る
よ

り
も
、

む
し
ろ
最
初

 
は
多
く
、
話
、
物
語
、
故
事
、

ス
ト
ー
リ
ー
そ
の
も

の
と
し
て
使
わ
れ
、
や
が
て
書
物
の
印
刷
が
格
段
に
發
達
し
大
規
模

に
な

っ
た
明
代

 
に
な

っ
て
読
話
を
記
録
し
た
も

の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
話
本
」
と
い
う
こ
と
ば

は
確
固
と
し

て
指
す

 
内
容
が
あ
り
、
す
で
に
定
着
し
て
い
る
の
で
改
め
る
必
要
は
な
い
が
、
そ
れ
を
必
ず
し
も
説
話
の
底
本
と
考
え
る
こ
と
は
な
い
。
増
田
氏

 
の
異
議
は
ま
だ
十
分
存
在
の
意
義
を
失

っ
て
は
い
な
い
と
思
う
。

9

『
新
編
五
代
史
卒
話
』
者
、
以
至
而
雜
以
誕
妄
之
因
果
読
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
一
=
二+
四

 
寫
印
本

『大
略
』
+
云
、
甲

講
史
/
新
編
五
代

(梁
唐
晉
漢
周
)
史
卒
話
者
、
講
史
之

一
、
蓋
即
孟
元
者

〔
老

〕
所
謂
読
五
代
史
之
話

 
本
。
其
書
毎
代
二
卷
、
各
以
詩
起
、
次
入
正
文
。
惟
梁
史
卒
話
始
于
開
開
、
次
略
叙
歴
代
之
事
、
以
至
黄
巣
變
亂
朱
氏
立
國
、
惜
今
亡
其

 
下
卷
。
鉛
印
本
『大
略
』
は
『史
略
』
に
同
じ
。

 

「
小
諡
的
歴
史
的
變
遷
」
第
四
講
〔
接
承
8
所
引
〕
云
、

一
種
是

『
五
代
史
卒
話
』
、
是
可
以
作
講
史
看
的
。
講
史
的
體

例
、
大
概
是
從
開
天

 
闢
地
講
起
、

一
直
到
了
要
講
的
朝
代
。
『
五
代
史
卒
話
』
也
是
如
此
。
它
的
文
章
、
是
各
以
詩
起
、
次
入
正
文
、
又

以
詩
結
、
総
是

一
段

 

一
段
的
有
詩
爲
證
。
但
其
病
在
于
虚
事
鋪
排
多
、
而
于
史
事
發
揮
少
。
至
于
詩
、
我
以
爲
大
約
是
受
了
唐
人
底
影
響
。
因
爲
唐
時
很
重
詩
、

(6)



能
詩
者
就
是
清
品
。
而
読
話
人
想
仰
攀
他
們
、
所
以
話
本
中
毎
多
詩
詞
、
而
且

一
直
到
現
在
許
多
人
所
做
的
小
説
中

也
還
沒
有
改
。
再
若

後
來
歴
史
小
読
中
毎
回
的
結
尾
上
、
総
有

「不
知
後
事
如
何
?
且
聽
下
回
分
解
」
的
話
、
我
以
爲
大
概
也
起
于
読
話
人
、
因
爲
読
話
必
希

望
入
們
下
次
再
來
聴
、
所
以
必
得
用

一
個
驚
心
動
魄
的
未
了
事
拉
住
他
們
。
至
于
現
在
的
章
回
小
論
還
來
模
彷
它
、

那
可
只
是

一、個
遺
迹

罷
了
、
正
如
我
們
腹
中
的
盲
腸

一
様
、
毫
無
用
處
。
「宋
民
間
之
所
謂
小
説
及
其
後
來
」
は
「所
謂
小
読
」
に
っ
い
て
述
べ
て
い
る
の
で
「講
史
」
で
あ
る

『五

代
史
季
話
』
に
は
論
及
し
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘ  ヘ  ヘ  へ

狩
野
直
喜

「支
那
俗
文
學
史
研
究

の
材
料
」
云
、
五
代
李
話
は
五
代
史
の
演
義
で
、
こ
れ
は
後
世
に
盛
ん
に
出
來
て
居
る
演
義
類
の
鼻
禝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘ  へ

と

い
つ
て
も
よ
ろ
し
い
。
私
が
前
に
擧
げ
た
宋

の
読
話
の
う
ち
に
専
ら
史
書
を
講
ず
る
伎
藝
人
が
あ

つ
た
が
、
此
書

は
或
は
こ
れ
ら
の
講

談
を
録
し
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
。
五
代
史
の
演
義
に
は
、
後
世

に
明
人
羅
貫
中
の
作
と
い
は
れ
て
居
る
殘
唐
五
代
史
演
義
傳

と

い
ふ
も
の
が
あ
る
。
恐
ら
く
此
れ
に
本
つ
い
て
作

つ
た
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
此
書
に
就
い
て
獪
論
じ
た
き
こ
と
多
け
れ
ど
も
、
紙

數

に
限
り
あ
れ
ば

一
切
之
を
略
す
る
。
要
す
る
に
私
が
言
は
ん
と
欲
す
る
所
は
支
那
の
俗
文
學
は
元
明
清
三
代
に
戲
曲
と
か
小
読
と
か
澤

山
出
來
て
居
る
け
れ
ど
も
、
其
實
唐
末
五
代
に
已
に
萠
芽
を
發
し
、
宋
に
至
り
て
漸
く
流
行
し
た
も
の
が
元
に
至
り

て

一
段
の
進
歩
を
な

し
た
も
の
と
思
ふ
の
で
、
私
の
前
に
擧
げ
た
鈔
本
若
し
く
は
刻
本
は
其
臆
読
に
證
據
を
供
す
る
も
の
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。

(大
正
五
年

三
月
、
藝
文
第
七
年
第
三
號
)
『五
代
史
李
話
』
の
刊
行
時
期
に
つ
い
て
は
『京
本
通
俗
小
読
』
の
項
、
本
篇
13
の
引
用
文
を
參
照
。

曹

元
忠

「
『五
代
史
李
話
』
跋
」
云
、
宋
巾
箱
本

『
五
代
史
卒
話
』、
于
梁
唐
晉
漢
周
各
分
上
下
二
卷
。
惜
梁
史
漢
史
皆
缺
下
卷
、
雖
上
卷

尚
存
回
目
、
而
梁
史
已
搬
去
數
葉
不
能
補
矣
。
元
忠
于
光
緒
辛
丑
游
杭
、
得
自
常
熟
張
大
令
敦
伯
家
、
以
壓
歸
装
。
顧
各
家
書
目
皆
未
著

録
。
博
訪
通
人
丶
亦
驚
以
爲
罕
見
秘
籍
。
偶
憶

『夢
粱
録
』
小
説
講
經
史
門
有
云
、
講
史
者
、
謂
講
読

『通
鑑
』
漢
唐
歴
代
書
史
文
傳
興

廢
爭
戰
之
事
。
有
戴
書
生
、
周
進
士
、
張
小
娘
子
、
宋
小
娘
子
、
邱
機
山
、
徐
宣
教
。
疑
此
李
話
或
出
南
渡
小
説
家
所
爲
、
而
書
賈
刻
之
、

(7)



 

故

目

録

及

毎

卷

首

尾

輒

大

書

「
新

編

五
代

某

史

李

話

」

也

。

惟

刊
自

坊

肆

、

毎

于
宋

諱

不
能

盡

避
。

其
稱

魏

徴

及

貞

觀

處

、

則

作

皆

「
魏

 

証

」

「
正

觀

」
、

要

亦

當

時

習

慣

使

然

。

是

書

近

爲

吾

友

武

進

董

大

理

授
經

景

刊
行

世

、

冩

刻

之

精

、

無

異

宋
槧

。

他

日
藏

書

家

或

與

士

擡

 

居

本

『
宣

和

遺

事

』

拜

傳

乎

。

宣

統

辛

亥

七

月

、

呉

曹

元

忠

跋

于

京

邸
之

凌

波

謝

。

董
氏
誦
芬
室
影
印
本

 

近

刊

の

『
新

編

五

代

史

卒

話

』

は
す

べ
て
董

氏

影

印

本

が
も

と

に

な

っ
て
お

り
、

古

典

文

學

出

版

社

本

(
死
五
四
)
、
中
華

書

局
本

(
一九
五
八
)
、

 

上

海

古

籍

出

版

社

『
宋

元

李

話

集

』

上

研

(
死
九
〇
)

な

ど

が
あ

る
。

-o

所

引

『
梁

史

卒

話

』
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二
三
+
八

 

寫

印

本

『
大

略

』

は

最

初

の
詩

を

引

か

ず

、

「
…

奪

却
中

原

四

百

州

」

の
詩

ま

で
を

引

用

す

る

。
鉛

印

本

『
大

略

』

は

『
史

略

』

と

同

じ

 

 

 

 

 

 

ヘ 
   
   
  
   
   
   
  
   
   
   
   
  
   
 ヘ  
   
   
   
  
   
   
   
  
 ヘ  へ

 

で
あ

る
。

「
共

着

炎

帝

」

の

「
着

」

字

、

「
二
百

四
十

二
年

」

の

「
二
」

字

、

「
天
下

亂
臣

賊

子
」

の

「
天

下
」

二

字

を

脱

す

る
。

こ

れ

は

 

す

べ

て

の

テ
キ

ス

ト

に
共

通

す

る
。

 

『
師

弟
答

問
集

』

二
六
頁
云
、

〔
増

田

間

云

〕
幽

頁

 
五

代

史

夲

話

の
引

用

文

 
黄

巣

兄

弟

四

人

過

了

這

座

高

嶺

、

望

見

那

侯

家

荘

。

好

 

 

ヘ  へ

 

座
莊

舎
!

農

家

?

自

別

莊
?

 

〔
魯

迅

答

云

〕
候

家

莊

ハ
村

ノ
名

デ
、

莊

舎

ト

ハ
實

二
全

村

ノ
家

屋

ヲ
指

ス
ノ

デ

ス
。

n

于

是

更
自

晉

及
唐

、

以

至

即
其

例
也

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
二
四
+
六

 

寫
印

本

『
大

略

』

+

〔
接
承
-o
所
引

〕
云

、

其

後

叙

読

繁

簡

不

同
。

大

抵

一
渉

瑣

事

、

反

多
増

飾
、

状

以

駢

儷

、

證

以

詩

歌

。

今

舉

一
端

、

 

以
見

大

槃

。

書

叙

黄

巣

下

第

、

與

朱

温
等

爲
盗

、
將

劫
侯

家

莊

馬
譜

〔
評

〕
事

時
途

中
情

景
去

〔
云

〕
。
鉛
印
本

『
大
略
」
は

『
史
略
」
に
同
じ
。

12
所

引

『
梁

史

卒

話

』

二
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

=
四
+

=

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ     
        
        
         
        
        
        
ヘ  ヘ  ヘ  へ

 
寫

印

本

『
大

略

』

は

「
行

過

一
個

高

蛉

」

か

ら
引

用

す

る
。

「
頭

相

軋

」

の

「
頭

」

を

「
鼓

」

に
作

り
、

「
黄
巣

兄
弟

四

人

」

を

「
黄

巣

 

ヘ 
 ヘ 
 ヘ 
 へ

 

四
個

兄

弟

」

に
作

る
。

ま

た

「
望

見

那
侯

家

莊

」

か

ら

「
那

四
個

兄

弟

」

ま

で

を
略

す

。

さ

ら

に

「
同

入

」

の
上

に

「
且
」

字

が

あ

る
。

(8)



 
 
 
 
 

へ

 
そ
し
て

「那
馬
家
門
首
」

の

「
那
」
字
を
脱
す
。
鉛
印
本
は

『史
略
』
に
同
じ
。
い
ま
誦
芬
室
影
印
本
を
以
て
校
す

る
に
、
詩
句

の

「癲

 
 

ヘ                                      ヘ  ヘ  ヘ  ヘ              
ヘ  ヘ  ヘ  へ

 
到
底
」
の

「底
」
を

「地
」
と
し
、
「黄
巣
兄
弟
四
人
」
を

「
黄
巣
四
個
弟
兄
」
に
作
り
、
「且
」
も

「那
」
も
と
も

に
存
在
す
る
。

こ
れ

 
ら
は
引
用
に
際
し
て
の
誤
寫
で
あ
ろ
う
。
魯
迅
が
誦
芬
室
景
印
本
以
外
の
テ
キ
ス
ト
を
見
た
可
能
性
は
非
常
に
少
な

い
か
ら
で
あ
る
。
近

 
刊

に
は

『宋
元
李
話
集
』
上
册

(
充
九
〇
・
上
海
古
籍
出
版
社
)
に
誦
芬
室
本

に
據

っ
て
收
録
す
る
も
の
が
あ
る
。

13

『
京
本
通
俗
小
読
』
、
以
至
則
輒
舉
春
詞
至
十
餘
首
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
=
四
⊥

一

 
寫

印
本

『大
略
』
+
云
、
乙
 
小
読
/
書

〔
京

〕
本
通
俗
小
諡
不
知
幾
卷
、
今
存
卷
十
至
十
六
。
毎
卷

一
篇
、
各
爲
起
訖
、
與
呉
自
牧
所

 
云
各
占

一
篇
者
相
合
。
其
目
爲
碾
玉
觀
音
菩
薩
蠻
西
山

一
窟
鬼
志
誠
張
主
管
拗
相
公
錯
斬
崔
寧
馮
玉
梅
團
圓
等
。
取
材
多
在
近
時
、
或
採

 
之
他
種
説
部
。
體
裁
必
先
以
閑
話
或
他
事
、
久
乃
轉
入
正
文
。
如
碾
玉
觀
音
因
敘
延
安
郡
王
遊
春
、
而
先
以
詩
詞
十
餘
首
、
中
有
云
、」

 
鉛
印
本

『大
略
』
は
「頃
刻
可
了
」
四
字
無
く
、
「與
呉
自
牧
所
云

「各
占
一事
」
者
正
同
」
と
寫
印
本
に
同
じ
く
す
る
が
、
こ
れ
は
初
版
で
正
さ
れ
た
。
ま
た
「後
乃
綴
合
」

 
を

「久
乃
牽
合
」
に
作
る
。
そ
の
他
は

『史
略
』
に
同
じ
。

 

「
宋
民
間
之
所
謂
小
読
及
其
後
來
」
全
集
一
『墳
』
〔接
承
8
所
引
〕
云
、
其
話
本
日

『京
本
通
俗
小
読
』
、
全
書
不
知
凡
幾
卷
、

現
在
所
見
的

 
ロ
ハ
有
殘
本
、
經
江
陰
繆
氏
影
刻
、
是
卷
十
至
十
六
的
七
卷
、
先
曾
單
行
、
後
來
就
收
在

『煙
畫
東
堂
小
品
』
之
内
了
。
還
有

一
卷
是
叙
金

 
海
陵
王
的
穢
行
的
、
或
者
因
爲
文
筆
過
于
碍
眼
了
罷
、
繆
氏
沒
有
刻
、
然
而
仍
有
郎
園
的
改
換
名
目
的
排
印
本
。
郎

園
是
長
沙
葉
徳
輝
的

 
園
名
。

 
 
 
刻
本
七
卷
中
所
收
小
設
的
篇
目
以
及
故
事
發
生
的
年
代
如
下
列
。

 
 
 
卷
十

碾
玉
觀
音

 

 
"紹
興
年
間
。"

 
 
 
十

一 

菩
薩
蠻
 
 
 
 "大
宋
高
宗
紹
興
年
間
。"

(9)



 
 
十
二
 
西
山

一
窟
鬼
 
 "紹
興
十
年
間
。"

 
 
十
三
 
志
誠
張
主
管
 
無
年
代
、
但
云
東
京
沖
州
開
封
事
。

 
 
十
四
 
拗
相
公
 
 
 

"先
朝
。"

 
 
十
五
 
錯
斬
崔
寧
 
 
 
"高
宗
時
。
"

 
 
十
六
 
馮
玉
梅
團
圓
 
 
"建
炎
四
年
。"

 
 
毎
題
倶
是

一
全
篇
、
自
爲
起
訖
、
拜
不
相
聯
貫
。
錢
曾

『也
是
園
書
目
』
(十
)
著
録
的

"宋
人
詞
話
"
十
六
種
中
、
有

「錯
斬
崔

寧
」
與

「馮
玉
梅
團
圓
」
兩
種
、
可
知
舊
刻
又
有
單
篇
本
、
而

『通
俗
小
読
』
即
是
若
干
單
篇
本
的
結
集
、
拜
非

一
手
所
成
。
至
干
所
論

故
事
發
生
的
時
代
、
則
多
在
南
宋
之
初
、
北
宋
已
少
、
何
况
漢
唐
。
又
可
知
小
読
取
材
、
須
在
近
時
。
因
爲
演
読
古
事
、
範
圍
即
屬
講
史
、

雖
論
小
読
家
亦
復

"談
論
古
今
、
如
水
之
流
"
、
但
其
談
古
當
是
引
證
及
裝
點
、
而
非
小
読
的
本
文
。
如

「拗
相
公
」
開
首
雖
読
王
葬
、

但
主
意
却
ロ
バ在
引
出
王
安
石
、
即
其
例
。

「
小
読
的
歴
史
的
變
遷
」
四
〔接
承
9
所
引
〕
云
、

}
種
是

『京
本
通
俗
小
読
』
、
已
經
不
全
了
、
還
存
十
多
篇
。
在

"読
話
"
中
之
所
謂
小

読
、
并
不
像
現
在
所
謂
的
廣
義
的
小
読
、
乃
是
講
的
很
短
、
而
且
多
用
時
事
的
。
起
首
先
読

一
個
冒
頭
、
或
用
詩
詞
、
或
仍
用
故
事
、
名

叫

"得
勝
頭
回
" 
 
 
"頭
回
"
是
前
回
之
意
。
"得
勝
"
是
吉
利
語
。 
 

以
後
才
入
本
文
、
但
也
拜
不
冗
長
、

長
短
和
冒
頭
差
不
多
、

在
短
時
間
内
就
完
結
。
可
見
宋
代
読
話
中
的
所
謂
小
読
、
即
是

"短
篇
小
読
"
的
意
思
、
『京
本
通
俗
小
読
』
雖
不
全
、
却
足
諺
可
以
看

見
那
類
小
読
底
大
概
了
。

「
『京
本
通
俗
小
諡
』
江
東
老
鐔
跋
」
云
、
宋
人
李
話
即
章
回
小
読
。 
『夢
粱
録
』
云
、
読
話
有
四
家
、
以
小
読
家

爲
最
。
此
事
盛
行
於

南
北
宋
、
特
藏
書
家
不
甚
重
之
、
坊
賈
又
改
頭
換
面
、
輕
易
名
目
、
遂
致
傳
本
寥
寥
天
壤
。
前
只
士
禮
居
重
刻
宣
和
遺
事
、
近
則
曹
君
直

(10)



重
刻
五
代
史
卒
話
爲
天
壤
不
易
見
之
書
。
余
避
難
滬
上
、
索
居
無
僅
、
聞
親
串
粧
奩
中
有
舊
鈔
本
書
、
類
乎
孕
話
。

假
而
得
之
雜
度
、
於

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
ママ

『
天
雨
花
』
『鳳
雙
飛
』
之
中
、
搜
得
四
珊
、
破
爛
磨
滅
、
的
是
影
元
人
寫
本
。
首
行

「京
本
通
俗
小
読
第
幾
卷
」
、
通
體
皆
咸
筆
小
寫
、
閲

之
令
人
失
笑
。
三
冊
尚
有
錢
遵
王
圖
書
、
蓋
即
也
是
園
中
物
。
「錯
斬
崔
寧
」
「馮
玉
梅
團
圓
」
二
回
見
於
書
目
、
而

「宋
人
詞
話
」
標
題

"
詞
"
字
、
乃

"評
"
字
之
訛
耳
。
所
引
詩
詞
皆
出
宋
人
、
雅
韻
欲
流
。
拜
有
可
考
者
、
如

「碾
玉
觀
音
」

一
段
、

三
鎭
節
度
延
安
郡
王

指
韓
斬
王
、
秦
州
雄
武
軍
劉
兩
府
是
劉
鏑
、
楊
和
王
是
楊
沂
中
、
官
衡
均
不
錯
。
尚
有

「定
州
三
怪
」

一
回
、
破
碎

太
甚
、
「
金
主
亮
荒

淫
」
兩
卷
過
于
穢
褻
、
未
敢
傳
墓
。
與
也
是
園
有
合
有
不
合
、
亦
不
知
其
故
。
歳
在
旃
蒙
單
閼
、
江
東
老
鐔
跋
。
單
刻
本
。

『
京
本
通
俗
小
諡
』
は
民
國
四
年

(
一
九

 
五
)
江
東
老
蝉
、

つ
ま
り
繆
杢
孫
に
よ

っ
て
發
見
さ
れ
、
『
影
元
人
寫

京
本
通
俗
小
読
』
と

題
し
て
翻
刻
さ
れ
た
。
卷
十
か
ら
卷
十
六
ま
で
の
殘
卷

の
寫
本

で
あ
る
と
い
う
が
、
そ
の
後
、
原
本
の
行
方
が
不
明

で
あ
る
こ
と
、

「
九

二
六
年
の
鹽
谷
温
博
士
の

『
三
言
』
の
發
見
に
よ

っ
て
、
七
篇

の
う
ち
六
篇
が

『警
世
通
言
』

に
、
殘
る

}
篇
が
、

こ
れ
は
早
に
知
ら
れ

て
い
た
が

『醒
世
恒
言
』
に
收
め
る
も

の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分

っ
た
こ
と
、
「馮
玉
梅
團
圓
」

の
初

め
に
見
え
る

詩
が
明
人
瞿
佑
の
作

で
あ
る
こ
と
、
書
名

の

「
○
○
小
読
」
と
い
う
言
い
方
は
明
代
に
な

っ
て
多
く
な
る
こ
と
な
ど

の
理
由
か
ら
、
書
そ

の
も
の
の
眞
僞
が
疑
問
視
さ
れ
、
い
ま
で
は
僞
作
諡
も
有
力
で
あ
る
。
(馬
幼
恒

「京
本
通
俗
小
諡
各
篇
的
年
代
及
其
藁
僞
問
題
」
『中
國

小
読
史
集
稿
』
民
國
六九
・
時
報
出
版
公
司
。
諺
巳
話

U
曾
団
F
①
蹼
○
げ
頴
旨

画
の
猷

餌
鉾
①
簿

号

一、豊
爵
8
江

詳゚
0
身

お

ロ゚
9
}
留

8
畧
①ω

眇
葺

巳
ひ
..囚
旨
σq
も
自

仇
8
σq
出
2

。・這
。
ゐ
げ
。
ぎ
、、L
お
零

.、ζ
曾
穹
σQ
①゚。
q
①
○
臣
8
}。
σq
屮Φ
。
臣
①昌
の
笋
ζ
治
p
巳

U
①巨

0丘
一す
、、
く
。
=

H.

中

國
語
訳

「京
本
通
俗
小
読
眞
僞
考
」
『
中
國
古
典
小
読
研
究
專
集
』

一
・
民
國
六八
・
靜
宜
文
理
學
院
中
國
古
典
研
究
中
心
編
な
ど
)
コ
承

本

」
と
い
う
の
は

「都
の
出
版
物
」
と
い
う
意
味
で
、
地
方
で
出
版
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

テ
キ
ス
ト
に
箔
を

つ
け
る
た
め
の
こ
と

ば

で
、

一
般

に
物
の
分
ら
な
い
讀
者
を
釣
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
「京
本
」
と
い
う
か
ら
に
は
か

つ
て

一
度
は
刊
刻
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

(11)



て
、
原
本
に
あ
た
る
の
は
そ
の
刊
本
を
承
け
た
寫
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
あ
た
り
の
事
實
に
關
し
て
は

一
切
不
明
で
あ
る
。
た

だ
か
り
に
僞
作
だ
と
し
て
も
、
僞
作

の
時
間
的
な
下
限
は
中
國
に
お
い
て

『
三
言
』
が
ま
だ
佚
亡
し
な
い
以
前
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
そ
し
て

『京
本
通
俗
小
読
』
に
收
め
る
各
篇
は
大
體

に
於

て
宋
代
の
小
読

の
特
徴
と
符
合
す
る
か
ら
、
改
編
は
免
か
れ
な
い
も
の
の
、

宋
代
小
読
の
形
態
を
よ
く
保

っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
『魯
迅
藏
書
目
録
』

は
民
國
九
年
江
陰
繆
氏
刻
本
二
册
を
著
録
す
る
。

こ
れ
は

「煙
畫
東
堂
小
品
」
本
で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
に
は
上
記
の
二
種
の
ほ
か
、
黎
烈
文
標
點
商
務
印
書
館
本

(民
國
+
四
・三
)、
古
典
文
學
出
版
社

排
印
本

(
究
五
四)
中
華
書
局
排
印
本

(一九
丑九)
上
海
古
籍
出
版
社
排
印
本

(
一九八
八)
な
ど
が
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  へ

狩
野
直
喜

「支
那
俗
文
學
史
研
究
の
材
料
」
云
、
近
頃
支
那
で
刻

さ
れ
た
二
種

の
小
読
が
あ
る
。 
一
は
京
本
通
俗
小
読

と
い
ひ

一
は

ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

五

代

李

話

と

い
ふ

。

共

に
宋

板

覆

刻

と

い

ふ
人

も

あ

る

や
う

だ

が

、

其

板

式

よ

り
考

へ
て
も

寧

元

槧

で

は

あ

る

ま

い

か

と
思

ふ
。

否

京

本

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ  ヘ  へ

通

俗

小

読

に
就

い

て
は

宋

板

で
な

い
證

據

が

あ

る
。

即

ち

書

中

に
收

め

た

る
拗

相

公

は
王

安

石

の

こ

と

を

述

べ

た

も

の
だ

が

、

其

中

に

「
如

今

読

二
先
朝

一
箇

宰
相

ゆ

他

在

二
下

位

一之

時

。

也

着

實

有

レ
名

有

レ
譽

的

。
」

云

々

と

い

つ
て
居

る
。

已

に
安

石

を

先

朝

の
人

と

す

れ

ば

、

 

ア 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
ヘ 
 ヘ 
 ヘ 
 ヘ 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
ヘ 
 へ

元
人

か

ら
言

を
立

て
た

も

の

で
其

宋

板

で
な

い
事

は

明

か

で
あ

る

。

所

で
又

た

怪

し

む

べ
き

は

錯

斬

崔

寧

の
う

ち

に

「
我

朝

元

豐

年

間

。

有

二
一
個

少

年

擧

子

謁

姓

魏

名

鵬

擧

。

字

沖

霄

。
」

云

々
と

あ

る

。

元

豐

を

我
朝

と

す

れ

ば
、

か

く

い
ふ

も

の
は

宋

人

で
な

く

て
は
な

ら

ぬ
。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ  ヘ  ヘ  ヘ  へ

錢

遒

王

の
也

是

園

書

目

に
宋

人

詞
話

の
目

を
立

て
、

其
中

に
錯

斬

崔

寧

と

又
此

書

に
收

む

る

馮

玉
梅

團

圓

と

を

載

せ

て
居

る
か

ら

、

或

は

遒
王

の
架

上

に

は
宋

板

の

も

の

が

あ

つ
た

か

も
知

れ

ぬ

が
、

と

も
角

、

此

書

に
輯

む

る

も

の
は
此

書

の
出

板

こ
そ

元

時

代

な

れ

、

別

に
同

一
の
話

を

記

し

た
も

の
が

已

に
宋

時

に

あ

つ
て
、

元
人

が
此

書

中

に
採

入

る

と

き
文

字

を

改

め

な

か

つ
た

か

ら
、

我

朝

な

ど

い
ふ
文

句

が

其

儘

殘

つ
た
も

の

で
あ

ら

う

。

こ
れ

に

よ

つ
て

も
、

小

説

書

が

已

に
宋

代

に
あ

つ
た

と

い

ふ
想

像

は
確

に

つ
く

の

で
あ

る
。

露

國

の
陸

軍

大

佐

コ
ヅ

ロ

フ
氏

が

先

年

西

夏

黒

水

城

の
故

址

か

ら
發

見

し
今

ペ
ト

ロ
グ

ラ

ー

ド

の

ア

レ
キ

サ

ン
デ

ル
三
世

博

物

館

に
陳

列

さ
れ

て
居

る
、

(12)



南

宋

古

畫

の
う

ち

、

支

那

史

上

有

名

な
美

人

を

か

い
た
浮

世

繪

風

の
板
畫

が

あ

る
。

宋

代

に
俗

文

學

が

盛

ん

に
行

は

れ

た
事

實

と
併

せ
考

ふ

る

と

き

は
頗

る
興

味

を

感

ず

る

の

で
あ

る
。

 

こ

の
京

本

通

俗

小

読

に
載

せ

て
あ

る
話

の
内

容

は

誠

に

つ
ま

ら

ぬ

が
、

こ
れ

に

つ
き

興

味

を

感

ず

る

は
、

第

 
小

読

と

い

ふ
種

類

の
あ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ  ヘ  ヘ  へ

つ
た

事

は

前

に
引

い

た
諸

書

に
見

え

て
居

る

が
何

々
小

読

と

書

に
名

を

つ
け

た

も

の
は

、

現

存

の
小

読

書

類

で
、

こ

れ
が

最

古

い
も

の
と

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ 
 ヘ 
 ヘ
  ヘ 
 
  
  
 ヘ
  へ

思

は

る

。

又

第

二

に

は
此

書

中

輯

る
所

、

多

く

の
獨

立

し

た
物

語

で
、

最

初

に
詩

若

し

く

は

詩

餘

を

掲

げ

そ
れ

か

ら

這

詩

云

々

と
か

此

詩

ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 へ

読

云
々
と
其
講
釋
が

 
渡
り
あ

つ
て
、
そ
れ
か
ら
話
読
云
々
と
い
つ
て
本
題

の
話
に
入
る
も
の
も
あ
り
、
又
本
題
に
入
る
前
に
此
に
類
似

し
た

一
口
噺
を
挿
ん
だ
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
は
後
世
に
出
來
た
醒
世
恒
言
、
拍
案
驚
奇
、
今
古
奇
觀
等
と
全
く
體
裁
を

一
に
し
て
居
る
。

即

ち
後
世

の
此
種
の
小
読
は
元
代

(
賭
胤
似
)

よ
り
別
に
體
裁
に
於

て
變
化
が
な
い
事
が
分
る
。
第
三
に
は
此
書
輯
む
る
所
の
話
の
う
ち

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘ  ヘ  ヘ  へ

に
そ
れ
が
又
後
世

の
小
説
に
其
儘
取
ら
れ
て
居
る
事

で
、
即
ち
前
に
擧
げ
た
錯
斬
崔
寧

の
如
き
其

】
例

で
あ
る
。
こ
れ
は

】
人
の
戲
言
に

よ
り
、
多
く
の
人
命
を
害
す
る
に
至

つ
た
と
い
ふ
教
訓
的
の
物
語

で
あ
る
が
、
そ
れ
と
全
く
同

一
の
物
語
が
、
醒
世
恒
言
卷
三
十
三
卷
に

ヘ
 
ヘ
 
 ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 ヘ
 
 
ヘ
 
 ヘ
 
 ヘ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

十
五
貫
戲
言
成
巧
禍
と
い
ふ
標
題
で
載

つ
て
居
る
。
唯
我
朝
元
豐
年
間
と
あ
る
の
が
故
宋
朝
中
と
改
ま

つ
て
居
る
丈

で
、
其
他
は
全
部
に

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ  ヘ  へ

文
句
の
異
同
が
な
い
。
又
此
書
の
う
ち
に
前
に
述
べ
た
通
り
拗
相
公
と
題
す
る

一
篇
、
即
ち
王
安
石
が
罪
を
得

て
金
陵
に
謫
せ
ら
れ
し
途

す

が
ら
、
其
政
治
よ
か
ら
ず
し
て
人
民
の
恨
を
深
く
し
た
所
か
ら
、
到
る
處
の
旅
館
か
ら
拒
絶
さ
れ
、
大
に
窘
ん
だ
事
を
面
白
く
か
い
た

も

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
後
世

の
小
説
に
入

つ
て
居
る
。
王
漁
洋
の
香
砠
筆
記

(
卷十
)

に

 

 
又
如
二警
世
通
言
4
有
二
拗
相
公

一
篇
の
述
下
王
安
石
罷
・相
歸
二
金
陵

㎝事
四
極
快
二人
意
4
及
因
下盧
多
遜
謫
二嶺

南

一事
や

而
稍
附
二
益

 

 
之
一耳
。

と
あ

つ
て
漁
洋
は
警
世
通
言
に
始
め
て
か
い
た
様
に
思

つ
て
居
る
け
れ
ど
も
、
安
ぞ
知
ら
ん
此
書
に
あ
る
も
の
を
通
言
に
轉
載
し
た
に
過

(13)



 
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

14
所
引

「
碾
玉
觀
音
」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

=
五
土
ハ

 
寫
印
本

『
大
略
』
は
最
初
の

「鷓
鴣
天
」
の
詞
お
よ
び
読
明
を
引
か
ず
、
「這
三
首
詞
」
か
ら
引
用
を
始
め
、
秦
少
游

の
詩
も
引
か
な
い
。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ  へ

 
他
は

『
読
略
』

に
同
じ
く
、
鉛
印
本

『大
略
』
ま
た

『史
略
』
に
同
じ
。
秦
少
游
の
詩

「飄
颶
澹
蕩
」
の

「颶
澹
」

二
字
を
新
版
全
集
の

 
み
音
意
通
ず
る
に
よ

っ
て

「揚
淡
」
に
作
る
が
、
舊
に
復
し
た
方
が
よ
い
。
ま
た

「鷓
鴣
天
」

の

「煖
洪
回
雁
起
卒
沙
」
は
、
三
版
よ
り

 
五
七
年
版
全
集
ま
で
誤

っ
て

「回
」
で
句
讀
を
切
る
が
、
新
版
全
集
で
合
訂
二
版
の
舊
に
戻
さ
れ
た
。
な
お
單
刻
本

は
王
岩
叟
の
詩

「怨

 
 

 
 
へ

 
風
怨
雨
兩
倶
非
」
の

「
兩
」
字
を

「雨
」
に
誤
る
。

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ヘ  へ

 

『
師
弟
答
問
集
』
二
六
頁
云
、
〔
増
田
間
云

〕
盥
頁
 
西
山

一
窟
鬼
の
引
用
文
…
…
又
是
陣
瞭
大
官
府
第
出
身
、
ド
エ
ラ
イ

(?
)
何
故

ソ

 
ン
ナ
意
味

ニ
ナ
リ
マ
ス
カ
?
文
字
ノ
意
義
ナ
キ
俗
語
デ
ス
カ
?
 
〔
魯
迅
答
云
〕
俗
語
デ
ス
カ
ラ
其
ノ
語
源

ヲ
云

ヘ
ナ
イ
。

15
此
種
引
首
、
以
至
如
其
記
訂
婚
之
始
云
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

二
六
+
ニ

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ  ヘ  ヘ  へ

 
寫
印
本

『
大
略
』
+
〔接
承
14
所
言
引
〕
云
、
此
種
引
首
、
詩
詞
而
外
、
亦
用
相
類
之
事
、
名
日
得
勝
頭
廻
。
所
以
衒
示
多
識
、
延
引
時
間
、

 
與
講
史
之
先
敘
開
開
天
地
略
異
。
以
類
事
起
者
、
亦
取
時
事
、
而
較
有
淺
深
、
殆
即
呉
自
牧
所
謂
起
今
隨
今
者
也
。

至
于
文
體
、
與
五
代

 
史
卒
話
之
舖
敘
瑣
事
處
頗
相
似
、
然
較
詳
。
其
西
山

一
窟
鬼
敘
呉
秀
才
訂
婚
云
、」
鉛
印
本

『大
略
』
は

「故
敘
述
方
始
」
以
下
五
句
を

「孟
元
老
之
所

 
謂

"合
生
"、
呉
自
牧
之
所
謂

"起
今
隨
A7

(或
作
起
今
隨
合
)、
殆
亦
類
此
者
也
」
に
作
る
他
は
、
す
べ
て
『史
略
』
に
同
じ
。

 

「
宋
民
間
之
所
謂
小
諡
及
其
後
來
」
全
集
一
『墳
』
〔接
承
13
所
引
〕
云
、
七
篇
中
開
首
即
入
正
文
者
只
有

「菩
薩
蠻
」、
其
餘
六
篇
則
當
講
説

 
之
前
、
倶
先
引
詩
詞
或
別
的
事
實
、
就
是

「先
引
下

一
個
故
事
來
、
權
做
個

"得
勝
頭
回
"
。」
(本
書
十
五
)
「
頭
回
」
當
即
冒
頭
的

↓
回

 
之
意
、
「
得
勝
」
是
吉
語
、
瓦
舎
爲
軍
民
所
聚
、
自
然
也
不
免
以
利
市
語
説
之
、
未
必
因
爲
進
御
才
如
此
。

(14)



 
 
 

「得
勝
頭
回
」
略
有
定
法
、
可
論
者
凡
四
。

 
 
 

一
、
以
略
相
關
渉
的
詩
詞
引
起
本
文
。 

如
卷
十
用

「
春
詞
」
十

一
首
引
起
延
安
郡
王
游
春
、
卷
十
二
用
士
人
沈
文
述
的
詞
逐
句
解

 
 
 
 
釋
、
引
起
遇
鬼
的
士
人
皆
是
。

 
 
 
二
、
以
相
類
之
事
引
起
本
文
。 

如
卷
十
四
以
王
莽
引
起
王
安
石
是
。

 
 
 
三
、
以
較
遜
之
事
引
起
本
文
。 

如
卷
十
五
以
魏
生
因
戲
言
落
職
、
引
起
劉
貴
因
戲
言
遇
大
禍
、
卷
十
六
以

「交
互
姻
縁
し

轉
入

 
 
 
 
「雙
鏡
重
圓
」
而

「有
開
風
化
、
到
還
勝
似
幾
倍
」
皆
是
。

 
 
 
四
、
以
相
反
之
事
引
起
本
文
。 

如
卷
十
三
以
王
處
厚
照
像
見
白
髪
的
詞
有
知
足
之
意
、
引
起
不
伏
老
的
張
士
廉
以
晩
年
娶
妻
破
家

 
 
 
 
是
。

 
而

這
四
種
定
法
、
也
就
牢
籠
了
後
來
的
許
多
擬
作
了
。

 

「
小
読
的
歴
史
的
變
遷
」
四
見
13
。

 

「
得
勝
頭
回
」
に
關
す
る

『
史
略
』
の
読
は
明
ら
か
に
郎
瑛

『七
修
類
稿
』
卷
二
十
二
の
説

(本
篇
3
の
狩
野
文

に
見
え
る
)

に
對
す
る

 
も

の
で
あ
る
。
他
に
胡
適

「
宋
人
話
本
八
種
序
」
(『胡
適
文
存
』
第
三
集
卷
六
)
に
講
釋

の
前
座
に
人
集
め
の
太
鼓

を
打
ち
笛
を
吹
く
、

 
そ
の
楽
曲

の
調
子
を

「
得
勝
令
」
と
言

っ
た
こ
と
か
ら
附
い
た
名
だ
と
し
、
王
古
魯
の

『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
附
録
三

「話
本
的
性
質
和
體

 
裁
」
(
一九
五七
・
古
典
文
學
出
版
社
)
も
そ
の
読
を
執
る
が
、
胡
士
瑩

『話
本
小
読
概
論
』
(
一九合

・
中
華
書
局
)
は
、

そ
れ
で
は

「笑
婁
頭

 
回
」
(ま
ず
は
お
笑
の
種
と
致
し
ま
す
る
)
の
例
な
ど
誂
明
で
き
な
い
と
し
て
、
魯
迅
の
読
を
妥
當
と
し
て
い
る
。

な
お
胡
士
瑩

の
書

で

 
は

「得
勝
頭
回
」
の
部
分
を
更

に
細
か
く
分
け
て
、
「篇
首
」
(詩
詞
)、
「入
話
」
(詩
詞
の
解
釋
)
、
「頭
回
」

の
三
部
分
と
す
る
。

16
所
引

「西
山

一
窟
鬼
」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

=
六
幽

(15)



 

寫

印

本

『
大

略

』

の
引

用

は
、

箇

所

は
同

じ
だ

が

そ

れ
以

後

の

テ
キ

ス

ト

に
此

べ

て
引

用

分

量

が

少

な

い
。

「
呉

教

授

相

揖

罷

」

以

下

 

「
在

錢

塘

門

里

沿
城

住
」

ま

で
が

省

略

さ

れ

、

ま

た

「
一
千

貫

錢

房

計

」

以

下

を

引

か

な

い
。

鉛

印

本

は

『
史

略

』

に
同

じ

で

あ

る

。

な

 

お

「
西

山

一
窟

鬼

」

は

『
警

世

通

言

』

で

は
卷

十

四

コ

窟

鬼

癩

道

人

除

怪

」

に
あ

た

り
、

引

用
文

は

『
警
世

通

言
』

に
よ

っ
て
正

さ

れ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

へ

 

た
形

跡

が

認

め

ら

れ

る
。

『
京

本

通

俗

小

説

』

單

刻

本
、

寫

印

本

『
大

略

』

は
、

「
有

↓
年

之

上

」

の
句
頭

に

「
也

」

字

が

、

「
頗

有

些

題

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 へ

 

足

」

の

「
有

」

字

の
上

に

「
自

」

字

が

そ
れ

ぞ

れ

あ

る
が

、

鉛

印

本

『
大

略

』

で
脱

し

て
以

後

補

わ

れ

な

い
。

ま

た

「
原

來

」

も

單

刻

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 

本

、

寫

印

本

『
大

略

』

で

は

「
元

來

」

に
作

る

が
、

鉛

印

本

よ

り

「
原

來

」

と

な

る
。

「
青

春

」

は
單

刻

本

で

は

「
青

年

」

に
作

る
。

『
警

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ヘ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

 

世

通

言

』

で

は

「
青

春

」

に
作

る
。

「
犬

馬

之

年

」

の

「
犬

」

字

は

單

刻

本

よ

り

初

版

ま

で
が

「
夫

」

字

に
作

り

、

合

訂

二

版

で

「
犬

」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 へ

 

字

に
正

さ
れ

た

。

『
警
世

通

言

』

も

「
犬

」

に
作

る

。

コ
房
計

」

は
單

刻

本

、

『
警

世

通

言

』

と

も

に

「
房

臥

」

に
作

る
。

コ
房
計

」

も

コ
房

 

臥

」

も

意

味

に

そ
れ

ほ
ど

の
違

い

は

な

い

が
、

鉛

印

本

『
大

略

』

で
引

用
を

補

っ
た
時

か

ら

コ
房
計

」

に
作

る

。
魯

魚

の
誤

り

か

ど

う

か

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘ  
 
 
 
 
  
 ヘ  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 へ

 

は
未

詳

。

「
又

好
人

才
」

の

「
才
」

字

は

單

刻

本

は

も

と

よ

り

『
史

略

』

訂

正

版

ま

で

「
材

」

字

に
作

り

、

第

十

一
版

で

「
才

」

字

と

な

 

る
。

17

南

宋

亡

、

以

至

遂

倶

以

「
小

読

」

爲

通

名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二
七
-
五

 

寫

印

本

『
大

略

』

+

〔
接
承
16
所
言
引

〕
云
、

南

宋

亡

、

雜

劇

消

歇

、

読

話

遂

不

復

行

、

然

話

本

蓋

頗

有

存

者

、

後

人

目

染

、

彷

以

爲
書

、

雖

 

已

非

口
談

、

而

猶

存

曩

體

。

講

史

者

流

有

東

周

列

國

兩

漢

三
國

演

義

等

、

小

読

者

流

有

今

古

奇

觀

龍

圖

公

案

等

、

而

世

間

不
復

嚴
別

、

第

 

以

小

読

爲

共

名

。

鉛
印
本
は

『
醉
世
石
』
の
替
り
に

『A
、古
奇
觀
」
と
す
る
他
は

『史
略
』
に
同
じ
。

 

「
小

読

的

歴

史

的

變

遷

」

四
云

、

総

之

、

宋

人

之

「
読

話

」

的

影

響

是

非

常

之

大

、

後

來

的

小

読

、

十

分

之

九

是

本

于

話

本

的

。

如

一
、

 

後

之

小

説

如

『
今

古

奇

觀

』

等

片

段

的

叙

述

、

即

彷

宋

之

「
小

読

」
。

二
、

後

之

章

回
小

読
如

『
三

國
志

演
義

』

等

長

篇

的

敘

述

、

皆

本
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于

「講
史
」。
其
中
講
史
之
影
響
更
大
、
拜
且
從
明
清
到
現
在
、
『
二
十
四
史
』
都
演
完
了
。

な
お

『史
略
』
の
記
述
と
直
接
對
應
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
魯
迅
の
話
本
に
對
す
る
総
括
と
も
言
う
べ
き
文
章
を
次
に
引
い
て
お
く
。

「
宋
民
間
之
所
謂
小
読
及
其
後
來
」
全
集
一
『墳
』
〔接
承
15
所
引
〕
云
、
在
日
本
還
傳
有
中
國
舊
刻
的

『
大
唐
三
藏
取

經
記
』
三
卷
、
共
十

七
章
、
章
必
有
詩
。
別

一
小
本
則
題
日

『大
唐
三
藏
取
經
詩
話
』。
『也
是
園
書
目
』
將

「錯
斬
崔
寧
」
及

「馮
玉
梅
團
圓
」
歸
入

「宋
人

詞
話
」
門
、
或
者
此
類
話
本
、
有
時
亦
稱
詞
話
、
就
是
小
読
的
別
名
。
『
通
俗
小
読
』
毎
篇
引
用
詩
詞
之
多
、
實
遠
過
于
講
史

(『
五
代
史

卒
話
』
、
『
三
國
志
傳
』、
『水
滸
傳
」
等
)、
開
篇
引
首
、
中
間
舗
叙
與
證
明
、
臨
末
斷
結
咏
嘆
、
無
不
徴
引
詩
詞
、

似
乎
此
舉
也
就
是
小

読
的

}
様
必
要
條
件
。
引
詩
爲
證
、
在
中
國
本
是
起
源
很
古
的
、
漢
韓
嬰
的

『詩
外
傳
』
、
劉
向
的

『
列
女
傳
』
、
皆
早
經
引

『詩
』
以
證

雜
読
及
故
事
、
但
未
必
與
宋
小
説
直
接
相
開
。
只
是

「借
古
語
以
爲
重
」
的
精
神
、
則
雖
説
漢
之
與
宋
、
學
士
之
與
市
人
、
時
候
學
問
、

皆
極
相
違
、
而
實
有

}
致
的
處
所
。
唐
人
小
読
中
也
多
半
有
詩
、
即
使
妖
魔
鬼
怪
、
也
毎
能
互
相
酬
和
、
或
者
做
幾
句
即
興
詩
、
此
等
風

雅
舉
動
、
則
與
宋
市
人
小
説
不
無
關
渉
、
但
因
爲
宋
小
読
多
是
市
井
問
事
、
人
物
少
有
物
魅
及
詩
人
、
于
是
自
不
得
不
由
吟
咏
而
變
爲
引

證
、
使
事
状
雖
殊
、
而
詩
氣
不
脱
、
呉
自
牧
記
講
史
高
手
、
爲

「講
得
字
貢
不
俗
、
記
間
淵
源
甚
廣
」
(
『夢
粱
録
』

二
十
)
、
即
可
移
來

解
釋
小
読
之
所
以
多
用
詩
詞
的
縁
故
的
。

 
 
由
上
文
推
斷
、
則
宋
市
人
小
読
的
必
要
條
件
大
約
有
三
。

 
 

一
、
須
講
近
世
事
。

 
 
二
、
什
九
須
有

「得
勝
頭
回
」
。

 
 
三
、
須
引
證
詩
詞
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
一
九
九
五

・
七

・
二
)
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